○広島県自然海浜保全条例新旧対照表

改正前
改正後

○広島県自然海浜保全条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和五十五年三月二十八日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条例第三号

第一条　（略）

（県等の責務）

第二条　県、事業者及び自然海浜保全地区の利用者は、それぞれの立場において、自然海浜保全地区の保全及び適正な利用が図られるように努めなければならない。

（市町との連携）

第二条の二　県は、自然海浜保全地区の保全及び適正な利用に関する施策を実施するときは、市町との連携に努めるものとする。

2　県は、市町が自然海浜保全地区の保全及び適正な利用に関する施策を実施するときは、必要と認める協力を行うものとする。
第三条，第四条　（略）

(自然海浜保全地区の指定)
第五条　（略）

3 知事は、自然海浜保全地区を指定しようとするときは、あらかじめ、関係市町長及び広島県環境審議会条例(平成六年広島県条例第二十二号)第一条の規定に基づき設置された広島県環境審議会の意見を聴かなければならない。

4～8　（略）

9 市町長は、当該市町の区域において自然海浜保全地区として指定することが適当であると認められる区域があるときは、知事に対し、その旨を申し出ることができる。

10 　（略）

第六条～第八条　（略）

(清潔の保持)

第9条 県は、自然海浜保全地区内の海水浴場、遊歩道その他の公共の場所について、市町及び当該公共の場所の管理者と協力して、その清潔を保持するよう努めるものとする。

以下　（略）

　
○広島県自然海浜保全条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和五十五年三月二十八日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条例第三号

第一条　（略）

（県等の責務）

第2条 県、市町村、事業者及び自然海浜保全地区の利用者は、それぞれの立場において、自然海浜保全地区の保全及び適正な利用が図られるように努めなければならない。

第三条，第四条　（略）

(自然海浜保全地区の指定)
第五条　（略）

4 知事は、自然海浜保全地区を指定しようとするときは、あらかじめ、関係市町村長及び広島県環境審議会条例(平成六年広島県条例第二十二号)第一条の規定に基づき設置された広島県環境審議会の意見を聴かなければならない。

4～8　（略）

9市町村長は、当該市町村の区域において自然海浜保全地区として指定することが適当であると認められる区域があるときは、知事に対し、その旨を申し出ることができる。

10 （略）

第六条～第八条　（略）

(清潔の保持)

第9条 県及び市町村は、自然海浜保全地区内の海水浴場、遊歩道その他の公共の場所について、当該公共の場所の管理者と協力して、その清潔を保持するよう努めるものとする。

以下　（略）

